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 要  旨 
 人工衛星や航空機から非接触で計測する技術であるリモートセンシングは様々な分野で利用さ
れている. 近年, 分解能が飛躍的に向上し, 高解像度のリモートセンシング画像(航空画像)が得ら
れるようになった. しかし, その分解能の高さから, 画像内に含まれる地物要素(オブジェクト)が
多様化し, 従来の pixel base での航空画像解析では, 分類精度の低下が起こる可能性がある. 特
に, 航空画像中のオブジェクトの意味まで含めた分類を行うことは, 非常に難しい. 
 そこで本研究では, 航空画像をパッチへ分割し, 航空画像中オブジェクトの意味を含んだ分類
が可能である地表面解析手法 , PRDC-SSIS (Pattern Representation Scheme using Data 
Compression-Semantic Sensitive Image Segmentation) を提案した. 航空画像をパッチへ分割




 前処理として航空画像のパッチ画像への分割を行った後, それらパッチ画像集合を用いて, 航
空画像の領域分割を行い, その領域毎の類似度判別を行う. 航空画像の領域分割には, MST 
(Minimum Spanning tree) を用いる. 前処理によって分割されたパッチ画像をノードとした
MSTを作成し, それを分割することで, 航空画像から, 類似したオブジェクトを含むパッチ集合
である部分木を作成する. ここでのパッチの類似度判別とラベリングは, 本研究室で研究されて
きた, 圧縮性に基づく汎用データ類似度判別手法PRDC (Pattern Representation Scheme Using 





 尚, 本研究成果を2012年1月, IGARSS 2012国際会議に投稿した. 
 
 
 
